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原発事故以前でも、大気や食品からの自然の放射線の中で人は暮らし
ていました。長期的な目標は、年間追加被ばく線量を、長期間かけて自
然のレベルに近づけていくという考えです。
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＊放射性物質の自然減衰に加え、除染や健康管理対策により、追加被ばく線量が長期的に
  1ミリシーベルト／年以下になることを目指しています。

※ICRP（国際放射線防護委員会）2007年勧告に示された考え方。

ミリシーベルト／年
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長期的な目標＊

追加被ばく線量　
1ミリシーベルト／年以下

【内  訳】

大地から 
0.33
ミリシーベルト/年

大気中の
ラドン等
0.48
ミリシーベルト/年

食品から
0.99
ミリシーベルト/年

宇宙から
 0.3
ミリシーベルト/年

放射線業務従事者の
線量限度

20ミリシーベルト／年
（5年間の平均として）
※ただし、いずれの年も50
ミリシーベルトを超えないこと。世界平均

2.4ミリシーベルト／年
（世界の平均1人当たりの

自然放射線） 一般公衆の年間線量限度である 

医療・自然放射線をのぞく、平常時の基準

＋1ミリシーベルト／年
日本平均

2.1ミリシーベルト/年
（日本の平均1人当たりの自然放射線）

＋1

長期的な目標とは？


